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暖
冬
か
ら
少
し
肌
寒

い
春
を
過
ぎ
、
今
年
の

夏
の
暑
さ
を
想
像
す
る

事
が
恐
ろ
し
い
よ
う

な
、
そ
ん
な
気
候
の
谷

間
の
昨
今
、
体
調
維
持

の
難
し
い
時
節
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

二
月
か
ら
始
ま
っ
た
地
方
自
治
体
選
挙
で
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
や
家
庭
生
活
の
合
い
間
に

熱
心
に
選
挙
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
皆
様
方
に

謹
ん
で
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
今
年
最
大
の
政
治
決

戦
、
夏
の
参
議
院
選
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
記
憶
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
の
が
、
一
昨
年
の
小
泉
郵
政
解
散
、
こ
の
時
、

小
泉
総
理
は
禁
じ
手
を
使
っ
た
と
い
う
評
価
が
あ
り
ま

し
た
。
辞
典
に
よ
る
と
禁
じ
手
と
は
「
相
撲
や
囲
碁
、

将
棋
な
ど
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
技
、
ま
た
は
手
。
用
い

る
と
反
則
負
け
に
な
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
あ
の
時
の

禁
じ
手
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
衆
議
院
で
は
可
決
し
、

参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
郵
政
民
営
化
法
案
を
成
立
さ
せ

る
た
め
に
賛
成
多
数
の
衆
議
院
を
解
散
し
た
こ
と
。
も

う
一
つ
は
次
の
数
年
間
を
託
す
べ
き
政
権
与
党
を
決
め

る
衆
議
院
総
選
挙
を
唯
一
つ
の
法
案
に
賛
成
か
反
対
か

の
選
挙
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
こ
と
。
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

そ
し
て
今
年
、
参
議
院
補
欠
選
挙
沖
縄
選
挙
区
で
の

安
倍
総
理
の
街
頭
演
説
の
報
道
で
は
「
民
主
党
は
何
を

や
っ
て
き
ま
し
た
か
？
反
対
す
る
ば
か
り
で
何
も
し
て

こ
な
か
っ
た
で
は
な
い
で
す
か
。」
こ
の
演
説
が
繰
り

返
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
禁
句
で
す
。
今
ま

で
歴
代
総
理
の
中
で
、
野
党
は
何
も
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
と
言
っ
た
総
理
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
辞
典
に
は
、

禁
句
と
は
「
①
使
っ
て
は
な
ら
な
い
語
句
。②
他
人
の

感
情
を
害
し
た
り
、
刺
激
し
た
り
す
る
こ
と
を
は
ば

か
っ
て
、
避
け
る
べ
き
言
葉
や
話
題
。」
と
あ
り
ま
す
。

議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
第
一
党
の
代
表
（
自
民
党
は

総
裁
）
が
内
閣
総
理
大
臣
と
な
り
、
行
政
の
ト
ッ
プ
と

な
っ
て
組
閣
し
ま
す
。
野
党
の
議
員
は
本
会
議
や
委
員

会
な
ど
の
場
で
問
題
点
を
指
摘
し
、
提
案
を
し
ま
す
が

行
政
権
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
立
法
府
で
法
律
は
作
れ

ま
す
が
、
そ
の
法
令
の
趣
旨
・
目
的
を
理
解
し
、
実
際

に
運
用
す
る
の
は
行
政
府
で
す
。
例
え
ば
市
長
選
挙
に

現
職
の
市
長
と
市
議
会
議
員
を
長
年
務
め
た
新
人
が
立

候
補
し
た
と
し
ま
す
。
現
職
の
市
長
が
新
人
に
対
し
て
、

彼
は
批
判
す
る
ば
か
り
で
、
何
も
や
っ
て
こ
な
か
っ
た

と
は
絶
対
に
言
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
私
が
関
わ
っ
た

法
律
で
言
い
ま
す
と
、『
自
殺
対
策
基
本
法
』
と
『
が

ん
対
策
基
本
法
』
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
民
主
党
議
員

の
提
案
か
ら
始
ま
り
、
与
野
党
議
員
全
員
の
総
意
で
法

律
が
成
立
し
た
場
合
で
も
こ
れ
を
運
用
す
る
の
は
行
政

の
役
割
な
の
で
す
。

　

二
人
に
共
通
す
る
点
は
何
で
し
ょ
う
か
？
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
や
る
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
、
簡

単
な
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
の
心
地
よ
い
言
葉
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
説
明
の
労
を
厭
う
、
深
慮
・
品
格
に
欠
け
る…

。

で
は
相
違
点
は
何
で
し
ょ
う
か
？
私
は
小
泉
さ
ん
は
政

策
を
実
現
す
る
た
め
に
選
挙
を
利
用
し
数
に
任
せ
た
、

安
倍
さ
ん
は
数
に
任
せ
て
圧
倒
的
な
数
的
優
位
の
う
ち

に
急
い
で
望
み
を
か
な
え
た
い
、
こ
の
違
い
だ
と
思
い

ま
す
。
安
倍
総
理
は
今
年
の
年
頭
、
突
然
に
自
分
の
任

期
内
に
憲
法
を
改
正
す
る
、
憲
法
改
正
を
参
議
院
選
挙

の
争
点
に
す
る
と
公
言
し
ま
し
た
。
憲
法
改
正
は
選
挙

の
争
点
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
憲
法
改
正
は
国
民
投
票

で
決
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
衆
参
国

会
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
あ
っ
て
国
会
が
発

議
す
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
過
去
数
年
に
わ
た
っ
て

議
論
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。
憲
法
は
あ
る
時
期
、
巨

大
政
党
だ
か
ら
改
正
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

我
々
の
目
指
す
二
大
政
党
制
の
中
で
も
、
あ
る
い
は
、

少
数
政
党
の
乱
立
の
時
期
に
あ
っ
て
も
国
民
の
多
数
が

改
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
に
改
正
で
き

る
の
が
憲
法
な
の
で
す
。
そ
れ
が
立
憲
国
家
で
あ
り
、

政
治
家
の
規
範
意
識
で
す
。

　

国
民
に
と
っ
て
も
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。『
国
家
の
品
格
』
の
中
で
、エ
ー

リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自

由
と
は
面
倒
な
も
の
で
あ
る
。
始
終
あ
れ
こ
れ
自
分
で

考
え
、
多
く
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
と
い
う

作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が

高
ず
る
と
次
第
に
誰
か
に
物
事
を
決
め
て
も
ら
い
た
く

な
る
。
こ
れ
が
独
裁
者
に
つ
な
が
る
。」
司
馬
遼
太
郎

も
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。「
我
々
は
（
独
裁
者
の
）
ヒ

ト
ラ
ー
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
欧
米
人
並
み
に
の
の
し
っ

て
い
る
が
、
彼
ら
を
持
た
ず
に
同
じ
事
を
や
っ
た
昭
和

初
期
の
日
本
と
い
う
も
の
の
愚
か
し
さ
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
家
も
高
級
軍
人
も
マ
ス
コ
ミ
も

国
民
も
、
神
話
化
さ
れ
た
日
露
戦
争
の
神
話
性
を
信
じ

き
っ
て
い
た
し
、
自
国
や
国
際
環
境
に
つ
い
て
の
現
実

認
識
を
失
っ
て
い
た
。」

　

立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
す
ら
、
今
で
は
マ
ス
コ

ミ
と
い
う
第
一
の
権
力
の
下
に
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

地
方
主
権
の
時
代
を

迎
え
つ
つ
、
そ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
ず
、

我
々
一
人
一
人
に
主

権
者
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
が
問
わ
れ
る

時
代
を
迎
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

小
泉
前
総
理
の
禁
じ
手
、
安
倍
総
理
の
禁
句

足　

立　

信　

也

参
議
院
議
員　

医
学
博
士　

平成19年１月４日　大分駅前にて
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ご当選、おめでとうございます！ご当選、おめでとうございます！

　先般施行されました第16回統一地方選挙では、民主党

大分県連も県議、市議合わせて５人の公認と９人の推薦

を決定し、大分県下全域で必勝に向け全力を賭して戦い

ました。

　残念ですが力及ばず、全員の当選を果たすことはでき

ませんでしたが、公認の県議３名と市議１名、並びに推

薦の県議３名の勝利を勝ち取ることはできました。

　お力になれなかった方々には大変申し訳なくお詫び申

し上げるとともに、引き続き民主党及び足立信也へのご

支援をお願いいたします。

　また、ご当選された方々にはお祝い申し上げますとと

もに、大分県及び地域発展のためにご活躍いたされます

ようご祈念いたします。

　7月には「天下分け目」とも言われる参議院議員選挙

が行われます。引き続き、民主党に対しご支援ご協力を

賜りますようお願いいたします。

皆様のご支援に心より御礼申し上げます

（選挙区：大分市）
 かじ わら  く  す　 お

梶原九州男
得　票　14,979票
順　位　３位
　 　　　（定数13/立候補17）

投票率　58.16%

（選挙区：宇佐市）
　か　　く　　かず　ひろ

賀 来 和 紘
得　票　9,859票
順　位　２位
　 　　　（定数3/立候補4）

投票率　75.23%

（選挙区：由布市）
　え   とう   きよ  し

江 藤 清 志
得　票　7,598票
順　位　１位
　 　　　（定数2/立候補3）

投票率　66.25%

（選挙区：国東市）
　お   の    ひろ  とし

小 野 弘 利
得　票　無投票
　　　 （定数２/立候補２）

　

 つち　 や       つとむ

土 谷 　 力
得　票　590票
順　位　16位
　 　　　（定数22/立候補28）

投票率　85.81%

（選挙区：中津市）
 よし  とみ  こう  きち

吉 冨 幸 吉
得　票　9,510票
順　位　３位
　 　　　（定数３/立候補５）

　投票率　67.32%

（選挙区：別府市）
　さ　 とう　ひろ   あき

佐 藤 博 章
得　票　9,575票
順　位　４位
　 　　　（定数５/立候補６）

投票率　61.96%

 みぞ　ぐち  ち　  とし

溝 口 千 寿
得　票　1,345票
順　位　20位
　 　　　（定数28/立候補35）

投票率　78.51%

公

認

候

補

者

推

薦

候

補

者

＊地元戸次出身の首藤隆憲氏も見

事、当選を果たす

   ご当選お祝い申し上げますと

共に、これからのご活躍をご祈念

いたします。

　7 月には「天下分け目」の戦いと

も言われる参議院議員選挙が行わ

れます。

　足立信也は、民主党大分県連と

ともに「矢野大和（やのたいわ）」氏

を全力で応援いたします。

　皆様方にも「矢野大和」氏に対

するご支援をお願いいたします。

日田市議会議員大 分 県 議 会 議 員

大 分 県 議 会 議 員 豊後高田市議会議員

信 足立信也Shin
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■
「
救
急
業
務
と
救
急
医
療
と
の
連
携
協
力
を

強
化
す
る
た
め
の
救
急
制
度
改
革
の
推
進
に
関

す
る
法
律
案
（
略
称
：
救
急
制
度
改
革
法
案
）」

を
作
成
し
て
４
月
25
日
に
参
議
院
へ
提
出
し
、

そ
れ
に
先
立
ち
20
日
に
記
者
発
表
を
行
っ
た
。

救
急
業
務
は
一
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救
う
た

め
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
に

お
い
て
は
制
度
的
な
不
備
な
ど
の
た
め
、
悲
惨

な
出
来
事
が
後
を
絶

た
な
い
。
医
師
と
し

て
政
治
家
と
し
て
、

足
立
は
こ
の
問
題
に

精
力
的
に
取
り
組

み
、
法
案
を
完
成
さ

せ
た
。
法
案
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

１
．
目
的

　

救
急
隊
の
出
動
件
数
が
急
増
す
る
中
で
医
療

機
関
の
集
約
化
が
進
み
、
現
在
、
救
護
・
搬
送

の
迅
速
化
・
効
率
化
及
び
救
急
業
務
の
高
度
化

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
救
急

業
務
と
救
急
医
療
の
主
体
が
異
な
り
連
携
協
力

が
十
分
で
な
い
と
い
う
問
題
点
を
克
服
し
、
救

急
業
務
を
医
学
的
管
理
の
下
に
実
施
で
き
る
体

制
を
集
中
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
し
、
救
命
と

後
遺
症
の
軽
減
を
最
大
限
達
成
す
る
。

２
．
体
制

①
救
急
業
務
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管

す
る
。

②
各
都
道
府
県
に
救
急
本
部
を
設
置
す
る
。

③
救
急
本
部
に
は
、
救
急
医
療
の
専
門
的
知
識
・

経
験
が
あ
る
医
師
を
24
時
間
体
制
で
配
置

す
る
。

④
行
政
、
医
療
関
係
者
や
有
識
者
等
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
救
急
協
議
会
を
設
置
し
、
救
急

業
務
全
般
に
係
わ
る
検
証
を
行
い
、
医
師

や
救
急
救
命
士
等
の
教
育
・
訓
練
に
対
し

意
見
を
述
べ
る
。

３
．
救
急
本
部
の
役
割
・
機
能

　

通
報
内
容
か
ら
緊
急
度
・
重
症
度
を
選
別
し
、

①
軽
症
の
場
合
は
医
療
機
関
の
紹
介
や
医
療
相

談
を
行
う
。

②
重
症
の
場
合
は
、

　

⒤
救
急
車
や
消
防
防
災
ヘ
リ
、
医
療
機
関
に

配
備
さ
れ
て
い
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
・
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
の
中
か
ら
最
も
適
切

と
思
わ
れ
る
搬
送
手
段
を
選
び
、
出
動

命
令
・
要
請
を
す
る
。

　

ⅱ
救
護
・
搬
送
し
て
い
る
救
急
救
命
士
等
へ

医
学
的
な
指
示
、
指
導
・
助
言
を
行
う
。

　

ⅲ
医
療
機
関
と
連
絡
・
調
整
を
し
て
搬
送
先

を
決
定
し
、
必
要
な
指
示
を
行
う
。

４
．
救
急
医
療
用
自
動
車
及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　

の
整
備

①
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
す
べ
て
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー(

現
在
２
０
１)
に
配
置
す
る
。

②
消
防
防
災
ヘ
リ
を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
並
に
高
規

格
化
す
る
。(

現
在
70
機)
。

③
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
救
急
本
部
毎
に
１
機
以
上

配
備
す
る
。

■
厚
生
労
働
委
員
会

「
感
染
症
予
防
法
改
正
案
」（
２
０
０
６
年
11
月
30
日
）

　

病
原
体
（
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
）
を
使
っ
た
生

物
テ
ロ
へ
の
対
策
が
主
眼
の
法
改
正
に
対
し
、

病
原
体
の
管
理
体
制
に
不
備
が
あ
る
こ
と
や
新

た
な
分
類
に
用
い
ら
れ
る
名
称
等
が
混
乱
を
呼

ぶ
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策
に
つ
い
て
提
言
・
議
論
し

た
。

「
少
子
化
問
題
」　
　
　

 

（
２
０
０
７
年
２
月
15

日
）

　

子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
持
て
る
よ
う
に
な

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
様
々
な
具
体
的
な
方

策
を
提
案
し
た
。
児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
歯
科
の
定
期
検
診
を
増
や
す
こ
と
や
正

規
雇
用
を
増
や
し
て
安
心
し
て
結
婚
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
な

ど
を
訴
え
た
。

「
児
童
手
当
法
改
正
案
」（
２
０
０
７
年
３
月
22
日
）

　

条
文
の
改
正
に
ミ
ス
が
見
つ
か
り
、
一
部
の

子
ど
も
に
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
よ
う
な
書
き

ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
大
臣
か
ら
、

き
ち
ん
と
支
給
さ
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
旨

答
弁
を
得
た
。
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
経
済
的

負
担
や
就
業
状
況
な
ど
の
実
情
を
述
べ
、
手
当

の
増
額
、
年
齢
・
順
序
に
よ
る
不
平
等
の
撤
廃
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
を
訴
え
、
附
帯
決
議
に

盛
り
込
ん
だ
。

「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
改
正
案
」

（
２
０
０
７
年
４
月
24
日
）

　

社
会
福
祉
士
等
が
、
資
格
に
相
応
し
い
収
入

や
社
会
的
な
ポ
ス
ト
を
得
に
く
い
状
況
に
あ
る

点
を
指
摘
し
、
早
急
に
対
処
を
求
め
た
。
ま
た
、

条
文
に
記
さ
れ
た
「
業
務
を
行
う
際
の
誠
実
義

務
」
が
過
重
な
負
担
を
与
え
る
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
釘
を
刺
し
、
新
設
さ
れ
た
「
准
介
護
福

祉
士
」
が
、
法
施
行
前
に
「
介
護
福
祉
士
」
へ

統
一
さ
れ
る
よ
う
修
正
し
た
。

■
予
算
委
員
会

「
２
０
０
７
年
３
月
12
日
」

　

正
社
員
を
離
職
し
た
女
性
が
正
社
員
に
復
帰

す
る
率
や
女
性
勤
務
医
が
妊
娠
・
出
産
に
起
因

し
て
離
職
す
る
率
な
ど
を
示
し
、
子
育
て
に
関

す
る
問
題
を
多
面
的
に
論
じ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
問
題
に
関
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
に
必
要

な
鶏
卵
を
生
産
し
て
い
る
農
家
へ
の
対
策
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

「
２
０
０
７
年
３
月
14
日
」　

　

鶏
卵
を
用
い
な
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
製
造
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
松
岡

農
水
大
臣
の
政
治
姿
勢
を
質
し
た
。
新
薬
に
つ

い
て
、
国
内
の
基
礎
研
究
の
成
果
を
開
発
・
普

及
へ
つ
な
げ
る
重
要
性
を
訴
え
る
と
共
に
、
が

ん
患
者
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
体
制
の
理
想
的

な
姿
を
示
し
た
。

「
筑
波
大
学
医
学
セ
ミ
ナ
ー
」（
２
０
０
７
年
２
月
13
日
）

　

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
筑
波
大
学
に
お
い
て

医
学
セ
ミ
ナ
ー
「
今
取
り
組
む
べ
き
医
療
制
度

関
連
法
案
な
ら
び
に
制
度
改
正
」
と
題
し
て
講

演
を
行
っ
た
。

「
医
療
政
策
サ
ミ
ッ
ト
」（
２
０
０
７
年
２
月
17
日
）

　

日
本
医
療
政
策
機
構
が
政
界
、
官
界
、
学
界
、

医
療
界
、
産
業
界
な
ど
か
ら
約
１
０
０
名
を
集

め
て
開
催
し
た
「
医
療
政
策
サ
ミ
ッ
ト
」
に
民

主
党
を
代
表
し
て
参
加
し
、
医
療
政
策
で
２
０

０
７
年
に
最
も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
最
重

要
課
題
や
中
長
期
的
な

医
療
制
度
の
理
念
と
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
た
。

「
日
本
外
科
学
会
」　
　

 

（
２
０
０
７
年
４
月
13

日
）

　

第
１
０
７
回
日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会

の
特
別
企
画
「
医
療
の
安
全
確
保
の
た
め
に
今

何
が
出
来
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
」
に
お
い
て
、

「
医
療
関
連
死
原
因
究
明
へ
の
取
り
組
み
～
立

法
府
の
立
場
か
ら
～
」
と
い
う
演
題
名
で
講
演

を
行
っ
た
。

法
案
の
作
成
・
提
出

委　

員　

会　

報　

告

そ
の
他
の
活
動



編　集　後　記

お　知　ら　せ

活　　動　　報　　告

委　員　会　等
　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
、
皆
さ
ん
大

変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
一
休
み
の
間

も
な
く
、
天
王
山
的
な
戦
い
と
な
る
参

議
院
選
へ
と
突
入
し
ま
す
。「
矢
野
大

和
」
氏
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
熊
本
の
病
院
で
赤
ち
ゃ

ん
ポ
ス
ト
の
運
用
が
賛
否
両
論
あ
る
中
、

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
早
速
、
３
歳
ぐ
ら

い
の
男
児
が
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
預
け

た
親
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
で
子
供
を
ポ
ス
ト
に
置
い
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
（
怒
）

　

性
へ
の
尊
厳
が
低
く
な
っ
て
い
く
中

で
、
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
が
流
行
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
中
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
、
親
と
し
て
の
自
覚
が
欠
落
し
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
教
え
る
の
は
家
庭
教
育

で
あ
り
、
家
系
教
育
で
あ
る
こ
と
を
私

た
ち
は
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 

編
集
委
員 個人会員を募集しています。（年会費　￥5,000）

個人会員募集と更新のお願い

委員会：厚生労働理事、予算、倫理選挙特　各委員

調査会：少子高齢 筆頭理事

民主党：政策調査会 副会長（厚労・文科・こども政

策）

　　　　参議院政策審議会 副会長

　　　　大分県連 代表代行

　

最
近
「
が
ん
を
見
つ
け
る

に
は
P
E
T
が
一
番
で
す
か
？
」
と
良
く
聞

か
れ
ま
す
。
日
本
人
の
三
人
に
一
人
は
が
ん

で
亡
く
な
り
ま
す
。
簡
単
に
早
く
が
ん
を
見

つ
け
た
い
、
そ
の
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
が
ん
の
種
類
、
で
き
る
臓
器
に
よ
っ

て
適
し
た
検
査
は
異
な
り
ま
す
。
胃
癌
な
ら

内
視
鏡
検
査
、
白
血
病
な
ら
血
液
検
査
、
子

宮
頸
癌
な
ら
細
胞
診…

。
P
E
T
（
陽
電
子

放
射
断
層
撮
影
）
と
は
放
射
性
同
位
元
素
を

含
む
ブ
ド
ウ
糖
を
注
射
し
、
細
胞
が
ブ
ド
ウ

糖
を
取
り
込
む
量
の
違
い
を
画
像
化
す
る
検

査
法
で
す
。
つ
ま
り
、
細
胞
分
裂
の
活
発
な

部
分
が
描
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。
必
ず
し
も

が
ん
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
が
ん
と
確
定
す

る
に
は
細
胞
や
組
織
を
取
り
出
し
て
調
べ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
胃
癌
の
見
落
と
し
は
多

く
、
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
る
た
め
、
腎
癌
に

対
し
て
は
不
適
当
で
す
。
し
か
し
、
確
定
し

た
癌
の
治
療
効
果
の
判
定
や
新
病
巣
の

チ
ェ
ッ
ク
に
は
極
め
て
有
効
で
す
。

大分事務所

広　原　謙　二

内　田　賢　一

村　上　泰　道

長　尾　俊　範

利　光　三津子

東京事務所

大　野　忠　治

河　野　あをい

1月28日　第22回 豊の国たこあげ大会

1月5日　大南地区新年祝賀互礼会

1月12日　
由布市連合消防団出初め式

３月18日　中九州横断道路
「犬飼千歳道路」開通式

4月28日　
第78回メーデー大分県中央大会

ド
ク
タ
ー
足
立
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
医
学

事
務
所
ス
タ
ッ
フ
が
変
わ
り
ま
し
た
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